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令和という新たな時代の始まりを迎え

安心して健康に働くことができる
職場環境の実現を

会員の皆さまにおかれましては、日頃より当協会の事
業活動、事業運営にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申
し上げます。始めに去る５月17日（金）に2019年度定時
社員総会が開催され、2018年度の事業報告および決算報
告、2019年度の事業計画および予算等につきましてご承
認を頂き、無事終了しましたことを報告いたします。

前年度の事業活動につきましては、会員皆さまのご理
解と行政各位のご指導を頂き、推進することができまし
た。改めて深く感謝いたします。

さて、全国安全週間を迎えるにあたり昨年の安全成績
がまとまり、皆さまもご承知のことと存じます。千葉県
では死亡災害こそ減少傾向にありますが、休業４日以上
の労働災害については、5,000件を超え、かなりの増加
となる見込みであり憂慮せざるを得ません。

労働災害の増加の背景には、労働力の不足による繁忙、
社員の高齢化による運動能力等の低下などがあると推

４月１日付けで署長を拝命しました。よろしくお願い
申し上げます。茂原署勤務は初めてで管内の風景を見る
と新鮮な気持ちで一杯でございます。会員の皆様には日
頃から安全週間、労働衛生週間、年末年始無災害運動、
各種説明会の活動要請等について格別のご理解とご協力
を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、５月から新年号が「令和」に改元されました。
令和が会員の皆様にとって夢と希望に満ち溢れた新しい
時代となることを祈念しております。なお、時代は変わ
ろうとも当署の基本方針が変わることはありません。

当署では数々の政策を運営しておりますが、中でも①
働き方改革を推進することによる長時間労働の是正及び
過重労働による健康障害防止の徹底②労働災害の防止③
労働保険の迅速・的確な処理を重点課題として取り組ん
でおります。働き方改革のうち時間外労働の上限を法律
で規制することは労働基準法において初めての大改革で
あり、新聞、テレビ等でも大々的に報じられ国民的関心
事となっております。また、我が国の年次有給休暇の取
得率が欧米諸国と比較して著しく低調であることから年

察され、どの事業者さまにとっ
ても深刻な問題であると考えま
す。

また、本格的に適用が始まりました「働き方改革」に
ついても、労働時間を削減しながら生産性を高めるとい
う非常に難しい対応が求められています。

安全で、働きやすく、生産性の高い職場は企業活動の
根本といえます。当協会も、茂原労働基準監督署様を始
めとする行政各位のご指導を仰ぎつつ、会員の皆さまへ
の有益な情報提供、サービスの提供に努めてまいりたい
と存じます。令和という新たな時代の始まりを迎え、平
成時代に長く続いた停滞が一掃されるよう皆さまと共に
歩んでゆく所存でございます。

最後になりましたが、皆さまのご健勝と会員各社様の
ご発展を祈念して、ご挨拶とさせていただきます。

次有給休暇の日数のうち年５日
については使用者が時季を指定
して取得させることが必要となりました。令和元年は正
に「働き方改革元年」でもあります。

さらに、人手不足を背景とした外国人労働者の増加や
少子高齢化に伴う高年齢労働者の増加による就業構造の
変化、働き方の多様化に対応した労働条件対策、労働災
害防止対策も重要な課題の一つとなっています。

当署における労働災害のうち、死亡災害は、平成29年
10月を最後に１年６カ月間発生しておりませんでした
が、私の着任早々４月29日と５月１日のＧＷ中に相次い
で死亡災害が発生し、この記録は敢え無く途絶えてしま
いました。平成最後と令和最初に発生するという誠に残
念な事態となってしまいました。

末筆ながら、全ての人々が安心して健康に働くことが
できる職場環境を実現するための活動を展開しておられ
る会員の皆様の益々のご発展、ご健勝を心から祈念致し
まして着任のご挨拶とさせて頂きます。

（一社）茂原労働基準協会　会長　村 田 雅 紀

茂原労働基準監督署　署長　髙 安 俊 行
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（参考）一般正会員費
級別 従業員（人） 年会費（円） 【旧年会費】
A 1 ～   10 3,000【  5,000 】
B 11 ～   30 4,000【  7,000 】
C 31 ～   50 5,000【  9,000 】
D 51 ～  100 7,000【 12,000 】
E 101 ～  200 13,000【 22,000 】
F 201 ～  300 32,000【変更なし】
G 301 ～  500 49,000【変更なし】
H 501 ～ 1,000 64,000【変更なし】
I 1,001 以上 100,000【変更なし】

村田会長 茂原労働基準監督署髙安署長様

去る５月17日16時より茂原市内大和屋旅館において、会員49社（委任状を含む総出席
者285社）の出席のもと、2019年定時社員総会が開催されました。

本総会には、来賓として茂原労働基準監督署長髙安俊行様のご臨席を頂き、お祝辞と
最近の労働情勢等についてのご説明を頂きました。

総会では、村田会長より当協会の事業活動について会員各位のご理解ご協力に対する
謝辞が述べられた後、議案の審議に入り、各号議案について次のとおり承認されました。

2019年 定時社員総会（その１)

議　事
　議案第１号　定款改正に関する件

次のとおり2019年度の「協会年会費の引き下
げ」につき提案され、承認されました。

　議案第２号　理事退任による理事選任の件
提案のとおり選任について承認されました。

　議案第３号　2018年度事業報告及び決算内容報告の件
　　　　　　　出席者全員意義なく了承されました。
　議案第４号　2019年度事業計画及び予算内容報告の件
　　　　　　　出席者全員意義なく了承されました。

2018年度  決 算 報 告 2018年度  貸借対照表単位：円

単位：円区　　　分 営利事業 非営利事業 合　　計

経
常
収
益

受取会費 正会員会費 0 3,334,000 3,334,000
事業収益 講習会受講料 9,626,777 0 9,626,777

健診委託収入 1,216,599 0 1,216,599
物販販売費 684,091 0 684,091
労働保険委託収入 608,000 0 608,000

雑 収 益 受取利息 456 0 456
雑収益 170,240 0 170,240
労働保険取扱報奨金 938,400 0 938,400

合　　　　　計 13,244,563 3,334,000 16,578,563

経 常 費 用 12,565,334 2,651,652 15,216,986

当期経常増減額 679,229 682,348 1,361,577

法 人 税 等 165,700 0 165,700

当期一般正味財産増減額 513,529 682,348 1,195,877

資産の部 現金 8,621

普通預金 5,069,547

定期預金 4,000,000

保証金 180,000

計 9,258,168

負債の部 源泉預り金 20,076

未払法人税等 165,700

計 185,776

正味財産合計 9,072,392

負債及び正味財産合計 9,258,168
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㈱ジャパンディスプレイ　平 田 　　剛 様

日本ロストワックス㈱　佐久間 祥 一 様

㈱　電　洋　社　　　加 瀬 　　修 様

関東天然瓦斯開発㈱　篠 田 　　彰 様

単位：円 2019年度  代表理事・理事・監事

2019年 定時社員総会（その２)

経
常
収
益

受取会費 正会員会費 2,191,000
事業収益 講習会受講料 9,626,000

健診委託収入 1,217,000
物販販売費 685,000
労働保険委託収入 608,000

雑収益 受取利息 500
雑収益 170,000
労働保険取扱報奨金 938,000

合　　　　　計 15,435,500

経 常 費 用 13,915,000

当期経常増減額 1,520,500

役　職　名 氏　名 会　社　名

代表理事（会長） 村田　雅紀 Ｋ＆Ｏエナジーグループ㈱

理　事（副会長） 徳元　秀行 双葉電子工業㈱

〃 戸井田英一 三井化学㈱

〃 伊藤　　光 ㈱ジャパンディスプレイ

理　事 小園　一郎 日宝化学㈱

〃 中村　和稔 ホテル一宮シーサイドオーツカ

飯島　　進 ㈱電洋社

監　事 藏野　　透 神保電器㈱

〃 小林　秀幸 日東造機㈱

2019年度  収支予算

協 会 感 謝 状 贈 呈• •

佐久間　祥一 様 篠田　彰 様

　2019年４月１日において64歳以上の被保険者（労
働者）を使用する場合は、一般保険料のうち雇用保
険分にかかる保険料は、事業主及び被保険者負担分
とも免除されます。
　但し、2020年度からは、免除処置は廃止されます。

項　目 通　知 納入日

一　期 ６月３日月 ６月30日日

二　期 10月１日火 10月31日木

三　期 １月７日火 １月31日金

2019年度の労働保険料の納入について
労働保険事務組合員の皆様へ

　総会終了後、同会場にて次の個人の方に、長年の協会へのご尽力に対して、感謝状が贈呈されました。

高年齢労働者の
雇用保険料免除について
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全国安全週間は、安全意識の高揚と安全活動の定着を図ることを目的に、昭和３年に初めて実施され、
今年で92回目を迎えます。

①　安全衛生活動の推進
　ア　安全衛生管理体制の確立
　イ　計画的、効果的な安全衛生教育の実施
　ウ　自主的な安全衛生活動の促進
　エ　リスクアセスメントの実施
　オ　安全に係る知識等の着実な継承など
②　業種の特性に応じた労働災害防止対策

ア　建設業における労働災害防止対策
イ　製造業における労働災害防止対策
ウ　林業の労働災害防止対策
エ　陸上貨物運送事業における労働災害防止対策
オ　小売業、社会福祉施設、飲食店等の第三次産

業における労働災害防止対策　
③　業種横断的な労働災害防止対策

ア　転倒災害防止対策
　　『ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト』
イ　交通労働災害防止対策
ウ　高年齢労働者、外国人労働者等に対する労働

災害防止対策
エ　熱中症予防対策
　　『ＳＴＯＰ！熱中症　
　　　　　　　クールワークキャンペーン』

令和元年度全国安全週間（令和元年７月１日～７日）の実施について

令和元年度 全国安全週間

産業安全に携わる多くの方々の努力により、死亡労
働災害は年々減少し、平成30年は前年を大きく下回る
とともに、過去最少となりました。

しかしながら、平成30年における休業４日以上の死
傷災害は、転倒災害の増加等により３年連続で、前年
を上回りました。業種別では陸上貨物運送事業や第三
次産業で増加率が高く、事故の型別では「転倒」や熱
中症を中心とする「高温・低温の物との接触」で増加
率が高くなっています。これらの要因としては基本的
な安全対策が不十分なことによる災害の発生や、業種
を問わず増加を続けている転倒災害が冬季を中心に発
生していることが考えられます。

また、近年増加している高年齢労働者対策や、今後
増加が見込まれる外国人労働者対策をはじめとする、
就業構造の変化及び働き方の多様化に対応等も考慮し
た、日々の仕事が安全なものとなるような取組が求め
られます。

このような状況を踏まえ、更なる労働災害の減少を
図ることを決意し、今年度の全国安全週間は、以下の
スローガンの下で取り組みをお願いします。

◆スローガン

「新たな時代にＰＤＣＡ
　 みんなで築こうゼロ災職場」

◆実施期間
令和元年７月１日から７月７日まで
本週間の実効を上げるため、令和元年６月１日から

６月30日までを準備期間とする。

◆実施事項
⑴　全国安全週間（準備期間含む）に実施する事項

①　安全大会等を通じた安全意識の高揚
②　安全パトロールによる総点検の実施
③　安全旗の掲揚、標語・ポスターの掲示
④　家族へ安全に関する情報提供
⑤　緊急時の措置に係る訓練
⑥　全国安全週間にふさわしい行事

⑵　継続的に実施する事項
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平成31年４月１日付の
人事異動により茂原労働基
準監督署の職員が替りまし
たのでご紹介させて頂きま
す。◎印を付けた職員が転
入職員です。会員の皆様よ
ろしくお願いいたします。

茂原労働基準監督署　人事異動情報
署 長 ◎髙 安 俊 行 千葉労働局監督課より転入

監 督 課 長 　坂 元 麻理子
安全衛生課長 ◎髙 城 智 宏 船橋労働基準監督署より転入

労 災 課 長 ◎宮 嵜 　 剛 柏労働基準監督署より転入

業 務 係 長 ◎鈴 木 礼 子 千葉労働基準監督署より転入

労働基準監督官 ◎乙 倉 陽 平 千葉労働局労働保険徴収課より転入

労働基準監督官 ◎奥 田 拓 也 船橋労働基準監督署より転入

茂原労働基準監督署　　用務案内 電話：0475－22－4551

監督課
　◦適用事業報告・就業規則届受付
　◦労働時間に関する各種届受付
　◦賃金・労働時間・解雇等労働条件関係各種相談
総合労働相談コーナー
　◦労働問題全般に関する相談
　◦都道府県労働局長による助言・指導
　◦紛争調整委員によるあっせん受付

　安全衛生課
　　◦労働者死傷病報告受付
　　◦各種健康診断報告受付
　　◦設置届及び特定機械等の検査
　　◦安全衛生関係各種相談
　労災課
　　◦労働保険適用関係
　　◦労災保険給付に関する各種請求受付及び相談

みなさん、こんにちは。この４月に船橋
署安全衛生課より参りました、高城（たかぎ）
と申します。茂原署での勤務は初めてとな

りますが、どうぞよろしくお願いいたします。
この仕事に就いて25年ほどとなりました。これまで千葉県内

の各監督署で、労働災害の防止に向けた業務に携わって参りま

平成31年4月1日付で茂原署に配属とな
りました奥田と申します。前任地の船橋署
では2年間監督業務に従事しており、今年
で監督官3年目になります。

出身は奈良県ですが、管内ののどかな様子を見ていると、故
郷を思い出すことが多々あります。また、私が茂原署に配属さ
れた日に労働関係法が改正されるとともに、新たな元号も発表
され、何かの縁を感じております。監督官として、事業主と労働
者のみなさまには、親身に相談対応するとともに、ときには毅然
とした態度で指導にあたらせていただきます。
「すべての人が安心、安全、安定して働ける社会（ちば）をめ
ざして」尽力いたしますので、1年間よろしくお願いいたします。

平成31年４月１日付けで着任しました労
災課長の宮嵜と申します。
これまで、県内各監督署に勤務してまい

りましたが、このたび初めて茂原署に勤務することとなりました。
茂原署は前勤務官署の柏署と比べると、職員が少なく事務所

も狭い場所ですが、その分監督課、安全衛生課との連携が密に
とれる職場であると感じております。また、茂原署は主に外房
を管轄しているため漁業関係の労災保険給付など、他署にない
非常に特色のある保険給付状況があることに驚いております。
来庁者、相談者の方々には、わかりやすい説明・対応、迅速

で公平な保険給付に努めてまいりますので、お分かりにならない
ことなど、お気軽にご相談ください。どうぞよろしくお願いいた
します。

平成31年４月１日付けで、千葉労働基準
監督署より赴任してまいりました鈴木と申し
ます。茂原署には、東日本大震災があった

年に労災担当として勤務させていただいたことがあり、署内で経
験した激しい地震の揺れと、計画停電による外房線の運休で通
勤に苦労したことを今でもよく覚えています。
そして何よりも印象に残っているのが、業務を通じて触れ合っ

た地域の皆さんの穏やかなお人柄や大らかな土地柄で、いつか
また茂原に勤務したいという念願が叶いまして、今回再び茂原署
に戻ってくることができました。
本年度の私の担当業務は監督署内部での後方支援となり、皆

さまと直接関わる機会は多くはありませんが、愛着のある土地に
勤務できることに感謝し、微力ながら誠意を込めて勤務にあたら
せていただきたいと思います。

平成３１年４月１日付けで着任しました労災
課労災係の乙倉と申します。
これまでは、茨城労働局の労働基準監督
署で勤務した後、平成３０年度より千葉労働

局に異動してまいりました。昨年度は千葉労働局の労働保険徴
収課で勤務しており、茂原労基署での勤務は初めてとなります。
労災保険の手続き等でわかりにくいこともあるかと思いますの

で、わかりやすく丁寧な対応を心掛け、被災者の方に対しては、
迅速で公平な保険給付に努めてまいります。また、労災保険の
手続きにあたり、事業主の皆さまに色々とご協力をお願いするこ
とがあるかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

転入職員の自己紹介

安全衛生課長

髙城　智宏

監督課
労働基準監督官

奥田　拓也

労災課長

宮嵜　　剛
業務係長

鈴木　礼子

労災課
労働基準監督官

乙倉　陽平

したが、知識も経験もまだまだ増やしていきたいと思っておりま
す。そしてそれをできる限り能力に変えて、管内の安全衛生管
理水準の向上に貢献したいと考えております。
皆さんの事業所に訪問させていただいた際には、立場や職務
を越えて、たくさんの職場を見せていただき、いろいろなお話
をお聞かせいただけると幸いです。
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高城安全衛生課長大多喜会場茂原会場

問い合わせ先：（一社）茂原労働基準協会（℡0475-36-2121）

協会掲示板（その１）

令和元年度の説明会を５月31日に茂原会場、６月
７日に大多喜会場にて95事業所様の参加を頂き開催
いたしました。

説明会では、茂原労働基準監督署髙安署長・高城
安全衛生課長より、週間の趣旨、実施要領等の説明
がありました。

なお、全国安全週間は、昭和３年に初めて実施さ
れて以来、一度の中断もなく続けられ、本年で92回

全 国 安 全 週 間 説 明 会

2019年度 各種講習会・説明会のお知らせ（７月以降）

技 能 講 習 ・ 特 別 教 育 等

玉掛け技能講習
（学科２日・実技１日）

学科：９月11・12日
実技：①９月14日　②９月15日

フォークリフト運転技能講習
（学科１日・実技３日）

学科：９月25日
実技：①９月28・29日、10月５日
　　　②10月６・12・13日

有機溶剤作業主任者技能講習（学科２日） 11月12・13日

職長（監督者）・安全衛生責任者研修（２回） ①11月19・20日　②12月４・５日

５トン未満クレーン運転業務特別教育
（学科１日・実技0.5日）

学科：11月29日（予定）
実技：11月30日　ＡＭ．ＰＭ（予定）

粉じん作業特別教育 12月６日

そ の 他 講 習 会 ・ 説 明 会 等

全国労働衛生週間説明会　【大多喜会場】 ８月28日

全国労働衛生週間説明会　【茂 原 会 場】 ８月30日　

労務管理講習会 12月13日（予定）

各種講習会・説明会等を次のとおり予定しております。会員皆様の受講・参加等よろしくお願いいたします。

目を迎えます。この週間は、安全意識の高揚と安全
活動の定着を目的に、６月１日から６月30日までを
準備期間として、７月１日から７日まで実施されま
す。

本週間を契機に、各事業所において関係者が一丸
となつた安全活動がさらに強化され、職場の安全管
理水準が一層高まることが期待されます。
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編集後記

協会掲示板（その２）

熊野（ゆや）の清水は、1985年に環境省が
選定する名水百選に選ばれています。

清水は、弘法大師がこの地を立ち寄った
際に、水不足で苦労している農民をみて、
法力で沸き出させたと伝わっています。

昨年は、カラ梅雨から災害的猛暑でした
が、今年の夏が気になるところです。

こんこんと湧き出る清水で、涼を感じて
頂けたらと思います。

表紙の写真

働き方改革により、
皆さんの職場でも色々

な取り組みを検討中のことと思います。時代は
変わっても人は財産であり、その基本である人
間関係の大切さに変わりはありませ
ん。人財を大切にする改革であって
欲しいと切に祈ります。　　  （S・H）

（一社）茂原労働基準協会
ホームページ公開中 熊

ゆ
野
や

の清水

会社名称（敬称略） 所在地

㈱ 狩 野 建 設 長生郡長生村

美 輝 美 装 茂原市

新規加入会員 のご紹介

茂原労働基準協会 検索

千葉産業保健総合支援センター
両立支援促進員

労働者（患者）

医療機関

❶勤務情報
❶勤務情報

❷主治医意見書＊ ❷主治医意見書＊

主治医 産業医

相談窓口
ＭＳＷ

担当者・
産業保健スタッフ

勤務先

就業上の配慮、
両立支援プランの共有

個別調整支援
❸両立支援
プランの作成

治療と仕事の両立支援が始まりました
雇用している労働者が、がん・脳卒中・心疾患・難病など継続的に

治療が必要な病気にかかったら・・・

両立支援は事業者にとっても大きなメリット！

労働者や事業者からの依頼を受けて無料で相談に応じています！

例えば、がんは、２人に１人が罹患し、５年生存率は67.9％、10年生存率は56.3%と1990年後
半から伸び続けており、もはや「珍しく」も「不治の病」でもなく、「長期につきあっていく病気」
になりました。しかし、治療の進歩にもかかわらず、がんの診断後の就労については、退職を選
択する者が約３割もいます。事業者が両立支援に取り組むことは、貴重な人材の損失を防ぐだけ
でなく、次のような多くのメリットがあります。
　　❖ 大切な人材の継続的確保　　❖ 相談しやすいメンタルに優しい職場環境に変化
　　❖ 働く人のモチベーションアップ、生産性の向上、企業価値の向上

千葉産業保健総合支援センターでは、〈労働者〉〈主
治医〉〈事業者〉の就業に関するいろいろな疑問に　
両立支援促進員等がステップに応じた助言・支援を
無料で行い、労働者・事業者・医療機関の連携をお
手伝いします。

千葉県地域両立支援推進チーム
独立行政法人労働者健康安全機構
千葉産業保健総合支援センター
〒260-0013　千葉市中央区中央3-3-8　日進センタービル8階
TEL 043（202）3639　平日9：00～16：00
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